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点で困難である。我々は開業医の立場から，簡単・
容易・安価・効果が確実で而も患者には全麻と全く
同様の満足を与えることを目的とし，過去 8ヵ月間
主として腹部手術に対し次の如き方法を用いて非常
な好結果を得ている。
方法はパンスコ 0.3cc，コントミン 6mgを 30分
間隔で 2回注射し， 更に 30分後， 腰麻を行うとい 
う簡単なもので， 特別の処置はなんら必要としな
い。現在迄腹部手術 59例，その他 6例計 65例に本 
法を行ったが， 2，3の例を除いて極めて満足すべき
麻酔効果を得ている。例えば胃切除 25例ではその
麻酔効果，優 18例，良  6例，可  1例で，叉腹部外 
傷，胃穿孔，腸閉塞症等の，急性腹部症にも本法を
用い， 16例に完全な麻酔効果を得ている。我々開業
医の扱い得る腹部手術例では 2時聞を越えるものは
減多になく，我々の症例では 137分を要した胃全摘
出が最高で，本法は我々に開業医の腹部手術lζ対す
る麻酔として優秀であると考える。
追加 (55のめ柏市深町信一
私も腹部の手術には，前麻酔としてコントミン+
パンスコの分加注射に加える K腰麻(1.0%ペルカ
ミン S.1 cc)を行っている。然し手術時間は大体 
2時間以内までが適当の様に思われる。
追加 (55の 2) 福本病院石橋文太
開業医にとって一番麻酔で困るのは小児の手術で
ある。私は先天性股脱の際に直腸麻酔を行って整復
している。イソゾ-)レを 40mgfkg注腸して手術の
準備をしていると患者は完全にねてしまって術中も
何等苦痛を訴えない。乙れは良い方法と思うので推
奨する。
追加 (55のめ矢沢知海
小児麻酔について直腸麻酔は，中山外科では 20~ 
40 mgfkgの Ravonolを使用している。乙の場合 
Larynospasmの遇発症が起り易いので，硫酸アト
ロピンを使用すべきであると思います。次にスコポ
ラミンを腰麻の前投薬として使用しますと呼吸抑制
が強度に現れますので麻酔器，叉は人工呼吸器を傍
において行う方がょいと考えます。
追加 (55の 4) 柏市深町信一
小児の麻酔には私は現在まで 200余例にパビナー
ルアトロピンの前麻酔後，アウロノミンの分加筋注麻
酔を行って非常に満足すべき結果を得ている。本注
による最低年令は 3カ月の腸重積症であった。
追加 (55のめ矢沢知海
小児の腸重積症に対しては当科では Rectal等
Barbitalは使用せず， アトロピン， オピスタンの
前投与の後エーテ jレのオープンドロップにて導入， 
Intuba1ionしております。 
56. 	 5年間に経験せる興味ある数症例

清水厚生病院。鈴木太郎，斎藤 隆

清水厚生病院に於いて，過去約 5年聞に経験した
興味ある数症例に就いて報告する。
1) 横隔膜ヘルニア 11才の女子左胸腔内に胃，
大綱，牌，横行結腸が撮頓せるもので，開腹のみで
整復治癒せしめた。
2) 胃重複癌術前幽門部癌の診断で開腹，切除
に際し噴門部の癌を発見，胃全摘出を行って治癒せ
しめた。 
3) 早期噴門癌として開腹した噴門潰蕩，本例は
レ線像が興味ある像を呈していた。 
4) 勝脱内腫蕩 77才の女子高度の血尿，排尿痛
を訴へ勝脱切聞により特異な腫蕩を別出したもので
ある。 
5) 子宮溜膿腫破裂による汎発性腹膜炎の治験
例。 
6) 卵管間貧部妊娠破裂はより子宮部分切除を行
って治癒せしめた症例。 
7) 下痢を主訴とし，直腸に癌を思はせる陰影欠
損を示し，手術lζ依り，両側卵巣皮様嚢腫に依る骨
盤臓器の高度癒着と判明，子宮附属器全易リ出により
治癒した症例。 
57. 急性睡眠剤中毒患者の処置
熱海胃腸病院。吉田	 充，阿比留博之
小林繁次，福田俊夫
依田勇二，中村靖明
最近 3年間の熱海市に於ける睡眠剤中毒患者は 
587例に及んでおり，その服用薬剤，月別， 年令別
分布，更に死亡率との関係等を考察，ブロパリンが
過半数を占め，死亡例ではブロパリン，パラミンが
圧倒的に多く， 一応の致死量は 100錠及び 10錠で
ある事を知った。
次に処置については，当院のノレチンを紹介した。
則ち要約すると，①気道の確保，②体内毒物の中
和排世， ①二次性心不全に対する処置， の 3つに
分けられる。 ①に就いては気管内チューウブ挿入
と共に積極的気管切開術の重要性を症例の報告と，
死亡率の激減せる事に依り述べた。①については
胃洗樵の重要性を，胃液よりの薬物検出及び，テレ
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パークに依る停滞時間の実験に依り強調した。①に
就いては，酸素吸入，諸強心剤等の適要について心
電図所見等を参考にして述べ7こ。
追加 (57) 矢沢知海
加圧呼吸をしていますか。
スカンツナピヤの Reportですが，肺水腫応対し
ては加圧呼吸を行って死亡率を 5~7% R.減らされ
ているそうです。 
58. 氷結切片作製器 Cryostatの使用経験
竹内病院竹内，飼，。竹内辰五郎
梶谷勤。
広島大学上村外科教室徳岡昭治
手術時開胸，開腹して，診断K困難する場合が屡
ある。叉癌手術に際して浸潤が何処迄行っておる
か，叉淋巴腺転移が何処迄あるのか等が分らず困難 
する場合が多い。私共の病院では，是等の点を解決
する為に手術中に採取した組織片を直ちに氷結切片
として作製する為の機械を制作した。
本 Cryostalはヨーロツパに於いて考案され，ア
メリカに於いてかなり普及しておるとの事にて，共 
同研究者徳岡がアメリカに於いて，実際K使用経験 
し，広島大学上村外科教室に於いてその第一号を試
作されたもので， 我々の病院でも昭和35年 7月以
来使用し多大の便宜を得ておる。 
当院の本器は大体冷却開始20分で使用可能な零
下 15
0Crc達する。その冷却された冷蔵庫内にて組
織を氷結させて薄切片を得るので，従来の方法に較
べて特殊な技術を必要とせず極めてよい標本を得る
事が出来る。本器を使って便宜せる耳下腺腫蕩，醇
臓癌，総胆管癌，胃癌症例等を供覧した。
59. 癌相談患者298例の統計的観察

柏市深町信 

昭和33年 11月より 35年 10月迄千葉県発行にな
る癌相談券を持参した患者 298例診療した。男 100
例女 198例，年令的には 21-30才男 3女 3，31-40
才男 11女 30，41-50才男 19女 56，51-60才男 35
女 77，61-70才男 25女 26，71才以上男 7女 6， 
298例の内訳は癌(胃其の他〉男 20女 15， 胃潰蕩
男 32女 53，十二指腸潰蕩男 13女 27，慢性胃炎男
27女 60，胃下垂男 O女 30，其の他男 8女 13，男女
を合併すると癌35(11.7%)，胃潰蕩85(28.7%)， 
十二指腸潰蕩40(13.3%)，慢性胃炎 89(29.7%)， 
胃下垂 30 (10.1%)，其の他 21(7.0%)であって，
40才迄の癌は 2例とも女であったが， 41才以上は
男iζ多かった。癌患者35例の内訳は胃癌29，直腸
癌 3，結腸癌 2;乳癌 1，年令別に癌患者数を見る
と50才代 13，60才代11，71才以上 5，40才代4， 
30才代1，.20才代 1，発見癌患者35例の手術例を見
ると切除例 13(37.1%)，姑見的手術例 7(20.0%)， 
不手術施行例 15.(42.9%)であった。 35例中 29例 
(82.7%) を占める胃癌の場合は胃切除 9(31.0%)， 
胃腸吻合6(20.8%)，不手術施行例 14(48.2%)で
あった。 
60. 欠 
61. 胃切除後の吻合部潰虜

横浜市大第 1外科今井五郎 

秋谷外科に於ける胃切除747例中術後吻合部潰蕩 
1例 (0.13%)及び他病院に於て第 1次胃切除後発
生した本症の 3例と本邦最近8年間の統計につき報
告する。症例 1は61才男， 胃潰湯穿孔， 当科に於
て幽門蹟置的胃切除 BII，4年後空腸輸出脚穿孔縫
合閉鎖， 2年後発症再切除 BII，治癒，症例2は
30才男胃潰湯， 胃切除 BII， 2年半後発症再切除
Y字形吻合， 1年半後空腸輸出脚穿孔切除 BII，治
癒，症例3は56才男胃潰湯， 胃切除 BI，9カ月
後発症，再切除 BI.ペッツ針露出す。治癒，症例
4は70才男，胃癌胃切除 BII， 1年後発症， 再切
除 BlI， Y字形吻合，吻合部絹糸露出す。治癒，以
上症例の内第 1，2例は所謂術後消化性潰療で、あり，
第 3，4例は吻合部異物による潰療である。病理組
織学上前者は深部分画炎としての肉芽形成著明なら
ず，後者は異物による慢性炎症を基盤とせる潰湯を
思わせ成因上区別さるべきものである。広範囲胃切 
除が予防上必要である。 
62. 多発性胃癌

市立横須賀病院大倉正二郎 

同ーの胃に 2ケの癌腫の発生することは極めて稀
である。乙の場合組織形態が別個のものであれば重
複癌として異論はないところであるが，同ーの組織
形態である場合に直ちに転移であるとするには慎重
を要する。
癌腫fの多中心性の発生を考慮すれば同一原因によ 
る同一臓器の癌の多発は存在しうる。現在の重複癌
の解釈はたとへ同一組織形態で、あっても，夫々別個
に発生したと.とが証明できれば所謂重複癌と見倣し
て差支へないことになっている。それで斯る場合に
